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数学Ⅱ・数学Ｂ

【解答・採点基準】 (100点満点)

問題
番号

解 答 記 号 正 解 配点
自己
採点

第１問

ア 0 2

イ 0 2

ウ，エオ，カ 4，33，8 3

キク，ケ −2，3 3

コ 3 2

サ 8 2

シス，セ −1，1 2

ソ，タ 1，2 2

チ
ツ

，テ
1

2
，1 2

π

ト
π

6
2

ナ
ニ

π
5

6
π 2

ヌネ −1 1

ノハ
ヒ

−3

4
3

フ
ヘ

π
3

2
π 2

第１問 自己採点小計 (30)

問題
番号

解 答 記 号 正 解 配点
自己
採点

第２問

ア，イ 3，3 3

ウエ −1 1

オ 3 2

カ 1 1

キク −1 2

ケ，コ 1，2 3

サ，シ 3，3 2

ス，セ 2，1 2

ソタ，チ，ツ −2，6，5 3

テト −5 2

ナ 3 2

ニヌ −2 3

ネノ
ハ

27

4
4

第２問 自己採点小計 (30)

第３問

ア 2 1

イ 3 1

ウ，エ 3，1 2

オ，カ 3，1 2

キ，ク，ケ 3，6，1 2

コ 4 2

サシ
ス

−1

4
2

セ 2 1

ソ 2 1

タ 5 1

チ 1 2

ツ 5 2

テト 14 1

第３問 自己採点小計 (20)
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数
学
Ⅱ
・
数
学
Ｂ

問題
番号

解 答 記 号 正 解 配点
自己
採点

第４問

ア
イ

1

4
2

ウ
エ

2

3
2

オ 3 2

カ
キ

3

4
2

ク
ケ

4

9
2

コ
サ

2

3
2

シ 0 2

スセ
ソタ

17

18
2

 チ  3 2

ツ 2 2

第４問 自己採点小計 (20)

第５問

ア
イ

1

4
1

ウ
エ

1

4
1

オ
カ

1

2
1

キ
クケ

7

64
2

コ
サシ

1

16
2

スセ
ソ

11

4
2

タチ
ツテ

27

16
2

ト 0 1

ナ 1 2

ニヌ
ネ

33

4
3

ノハ
ヒフ

81

16
3

第５問 自己採点小計 (20)

自己採点合計 (100)
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第１問 指数関数・対数関数，三角関数

〔１〕 関数 fを

f=2


−2


−2

+8

とする．

⑴ f3= ア である．

⑵ 2

=t とおく．がすべての実数をとって変化するとき，tは t> イ を満たすすべて

の実数をとり得る．また，fを tを用いて表すと

f= ウ t

− エオ t+ カ

となるから，の不等式 f≦0 を解くと

キク ≦≦ ケ

である．

⑶ 二つの曲線

C⁚=2


C⁚=3


を考える．ただし，nは整数である．

n=1 のとき，Cと Cの共有点の 座標は log コ である．

また，Cと Cの共有点の 座標を とするとき， キク ≦≦ ケ となるような n

の値は全部で サ 個ある．

〔２〕 関数 gを

g=−
1
2
cos2−sin−

1
4

とする．また，以下においては の値の範囲は 0≦<2π とする．

⑴ sin=u とおくと，uのとり得る値の範囲は シス ≦u≦ セ である．

また，cos2= ソ − タ sin

 であるから，gを uを用いて表すと

g=u−
チ

ツ 


− テ

となる．よって，gは

=
π

ト
，

ナ

ニ
πのとき，最小値 ヌネ

をとる．

⑵ kを実数の定数とし，の方程式 g=k が異なる 3個の実数解をもつとする．

このとき，kの値は
ノハ

ヒ
であり，3個の解の和は

フ

ヘ
πである．
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【解説】

〔１〕

f=2


−2


−2

+8．

⑴ f3=2

−2


−2


+8= 0 である．

⑵ 2

=t とおく．がすべての実数をとって変化するとき，t

は t> 0 を満たすすべての実数をとり得る．また，f

を tを用いて表すと

f=2

⋅2


−2


⋅2


−2


+8

=4⋅2



−2


+1⋅2


+8

= 4 t

− 33 t+ 8

☜ 2


=2

⋅2


，2


=2


⋅2


．

☜ 2

=2




．

となる．よって，f≦0 を満たす tの値の範囲は

4t

−33t+8≦0 かつ t>0

4t−1t−8≦0 かつ t>0

より

1
4
≦t≦8

である．したがって，f≦0 は

1
4
≦2


≦8

2

≦2


≦2


☜

1
4
=

1

2
 =2


．

となり，さらに底である 2が 1より大きいことより，の不等

式 f≦0 を解くと

−2 ≦≦ 3 ☜ a>1 のとき

a

≦a


 M≦N．

である．

⑶ 二つの曲線

C⁚=2


C⁚=3


を考える．ただし，nは整数である．

n=1 のとき，Cと Cの共有点の 座標は

2

=3



の両辺に 3

をかけて

3

⋅2


=3


⋅3



3⋅2

=3



すなわち

6

=3

より，=log 3 である．また，Cと Cの共有点の 座

標が であるから，同様に計算すると

☜ a>0，a1，c>0，bは実数のとき

a

=c  b=logc．
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6


=3


が成り立つから，−2≦≦3 となるような整数 nは

6

≦6



≦6


☜ 底である 6は 1より大きいから

−2≦≦3

 6

≦6



≦6

．

すなわち

1
36

≦3

≦216

を満たす．よって，−2≦≦3 となるような整数 nの値は

−3，−2，−1，0，1，2，3，4 ☜ 3

=

1
81

，3

=

1
27

，

3

=81，3


=243

より

3

<

1
36

<3

，3


<216<3


．

さらに底である 3は 1より大きいから，

−3≦n≦4．

であるから，全部で 8 個ある．

〔２〕

g=−
1
2
cos2−sin−

1
4
． 0≦<2π

⑴ sin=u とおくと，0≦<2π より，uのとり得る値の範

囲は

−1 ≦u≦ 1

である．また，cos2= 1 − 2 sin

 であるから，

gを uを用いて表すと

☜

２倍角の公式

cos2=cos

−sin




=2cos

−1

=1−2sin

．

g=−
1
2
cos2−sin−

1
4

=−
1
2
1−2sin


−sin−

1
4

=−
1
2
1−2u


−u−

1
4

=u

−u−

3
4

=u−
1

2 


− 1 ☜

となる．−1≦u≦1 より，gは

u=
1
2
すなわち sin=

1
2

のとき，最小値 −1をとる．よって，gは

=
π

6
，

5

6
π のとき，最小値 −1 ☜

をとる．
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⑵ kを実数の定数とし，の方程式

g=k …①

について考える．

uの値が 1個決まったとき，0≦<2π において，u=sin

を満たす の値は

−1<u<1のとき， 2個

u=±1のとき， 1個

u<−1，1<uのとき，0個

☜

存在する．よって，0≦<2π のとき，の方程式①が異なる

3個の実数解をもつ条件は，uの方程式

u− 1
2 



−1=k …②

が −1<u<1 を満たす解を 1個と，u=1 または u=−1

である解を 1個もつことである．このような実数 kの値は，下

のグラフより

k=
−3

4

である．

このとき，uの方程式②の解は u=0，1であるから

sin=0 または sin=1 ☜ u=sin．

を満たす が方程式①の解である．よって，0≦<2π にお

いて

=0，
π

2
，π

であり，3個の解の和は
3

2
πである．
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第２問 微分法・積分法

関数 fを

f=

−3+1

とし，曲線 = f を Cとする．

⑴ fの導関数 f 'は f '= ア 

− イ であるから，fは

= ウエ で極大値 オ

= カ で極小値 キク

をとる．

また，の方程式 f=0 は負の解を ケ 個，正の解を コ 個もつ．

⑵ 曲線 C上の点 t，ftにおける Cの接線 ℓの方程式は

= サ t

− シ − ス t


+ セ

である．

以下，kを実数とし，ℓが点A2，kを通るときを考える．このとき

k= ソタ t

+ チ t


− ツ

が成り立つことから，点Aから曲線 Cに異なる 3本の接線が引けるような kの値の範囲は

テト <k< ナ

である．

⑶ 曲線 C上の点  カ ， キク における Cの接線を ℓとする．Cと ℓの共有点の 座標は

カ と ニヌ であり，Cと ℓで囲まれた図形の面積は
ネノ

ハ
である．

【解説】

⑴ f=

−3+1 より，fの導関数 f 'は

f '= 3 

− 3 ☜ 導関数





=n


n=1，2，3，⋯

c

=0 (cは定数)．

=3+1−1

である．よって，fの増減は次のようになる．

f

+0−0+f '

⋯1⋯−1⋯

↗−1↘3↗

☜ f 'の符号は，= f ' のグラフ

で確認するとよい．

上の表より，fは

= −1 で極大値 3

= 1 で極小値 −1

をとる．

― 50 ―



また，曲線 C⁚= f のグラフは次のようになる．

方程式 f=0 の実数解は

曲線 C⁚= f と 軸の共有点の 座標

であるから，方程式 f=0 は負の解を 1 個，正の解を

2 個もつ．

☜ f0=1 に注意．

⑵ 曲線 C上の点 t，ftにおける Cの接線 ℓの方程式は

−t

−3t+1=3t


−3−t ☜ 接線の方程式

曲線 C⁚= f 上の点

t，ftにおける Cの接線の傾き

は f 'tであり，接線の方程式は

−ft= f 't−t．

すなわち

= 3 t

− 3 − 2 t


+ 1

である．ℓは点A2，kを通るから

k=3t

−3⋅2−2t


+1

すなわち

k= −2 t

+ 6 t


− 5

が成り立つ．

ここで，gt=−2t

+6t


−5 とすると

g't=−6t

+12t=−6tt−2

であるから，gtの増減は次のようになる．

gt

−0+0−g't

⋯2⋯0⋯t

↘3↗−5↘

☜

よって，=gt のグラフは次のようになる．
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点Aから曲線 Cに引ける接線の本数は，tの方程式 k=gt

の異なる実数解の個数に等しい，すなわち，曲線 =gt と直

線 =k の異なる共有点の個数に等しい．これが 3個となるよ

うな kの値の範囲は

−5 <k< 3

である．

⑶ 曲線 C上の点 1，−1 における Cの接線が ℓであるから，

ℓの方程式は

=−1 ☜ f '1=0 より，ℓの傾きは 0である．

である．また，の方程式 f=−1 を考えると



−3+1=−1



−3+2=0

−1

+2=0

であるから，Cと ℓの共有点の 座標は

1と −2

である．よって，Cと ℓで囲まれた図形は，次の図の影の部分で

ある．
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したがって，求める面積は

☜ 面積

区間 α≦≦β においてつねに

f≧g ならば二つの曲線

= f，=g および二つの

直線 =α，=β で囲まれた図形

の面積は





f−gd．








−3+1−−1d

=






−3+2d

= 14 

−

3
2


+2





=
27

4

である．
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第３問 数 列

等差数列 aが


a+a=7

a+a=19

を満たしている．このとき，初項は ア であり，公差は イ であるから，数列 aの一般項

は

a= ウ n− エ

である．

⑴ 自然数 nに対して





a=

n

2  オ n+ カ 





aa=n キ n


+ ク n+ ケ 

である．

⑵ 数列 bは，初項が
15
4
で，漸化式

b=2b−4 n=1，2，3，⋯

を満たすとする．この漸化式は

b− コ =2b− コ  n=1，2，3，⋯

と変形できる．ここで，c=b− コ n=1，2，3，⋯ とすると，数列 cは初項が

サシ

ス
，公比が セ の等比数列である．

よって，数列 bの一般項は

b= コ − ソ
タ

である．ただし， タ については，当てはまるものを，次の⑩∼⑥のうちから一つ選べ．

⑩ n ① n−1 ② n+1 ③ n−2

④ n+2 ⑤ n−3 ⑥ n+3

次に，数列 dは

d=a+b n=1，2，3，⋯

を満たすとする．

d−d=b− チ n=1，2，3，⋯

であるから，数列 dの項のうち，最大である項は

d ツ= テト

である．
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【解説】

等差数列 aの初項を a，公差を dとすると

a=a+n−1d ☜ 等差数列の一般項

初項 a，公差 dの等差数列 a

の一般項は

a=a+n−1d．

である．これにより，条件


a+a=7

a+a=19

は


a+a+d=7

a+2d+a+3d=19

すなわち


2a+d=7

2a+5d=19

となるので，この連立方程式を解いて

a=2，d=3

を得る．よって，初項は 2 であり，公差は 3 であるか

ら，数列 aの一般項は

a=2+n−1⋅3

= 3 n− 1

である．

⑴ 自然数 nについて





a=

n

2
2+3n−1

=
n

2  3 n+ 1 

☜ 等差数列の和

初項 a，末項 ℓ，項数 nの等差数

列の和は

n

2
a+ℓ．であり

☜ a=3n−1 より

a=3k−1，

a=3k+1−1=3k+2．





aa= 




3k−13k+2

=



9k


+3k−2

=9



k

+3




k−2




1

=9⋅
1
6
nn+12n+1+3⋅

1
2
nn+1−2n

=n 3 n

+ 6 n+ 1 

☜ 和の公式





k

=

1
6
nn+12n+1，





k=

1
2
nn+1，





1=n．

である．

⑵ 数列 bは，初項が
15
4
で，漸化式

b=2b−4 n=1，2，3，⋯ …①

を満たしており，①は
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b− 4 =2b−4 n=1，2，3，⋯ …② ☜ a=pa+q p1

は，α=pα+q を満たす αを用いて

a−α=pa−α

と変形できる．

①は，p=2，q=−4 の場合であり，

α=2α−4 より，α=4 である．

と変形できる．

ここで，c=b−4 n=1，2，3，⋯ とすると，②は

c=2c n=1，2，3，⋯

となるので，数列 cは初項が c=b−4=
15
4
−4=

−1

4
，

公比が 2 の等比数列である．よって，数列 cの一般項は

c=−
1
4
⋅2



=−
2


2


=−2


☜ 等比数列の一般項

初項 a，公比 rの等比数列 a

の一般項は

a=ar


．

である．したがって，数列 bの一般項は

b=4+c=4− 2


…③ ☜ c=b−4．

であり， タ に当てはまるものは ⑤ である．

数列 dは

d=a+b n=1，2，3，⋯

を満たしているから

d−d=a+b−a+b

=a−a+b−b

=3+2b−4−b ☜ a−a=3 (公差)．

また①より，b=2b−4．
=b− 1 n=1，2，3，⋯

であり，さらに③より

d−d=4−2


−1=3−2


n=1，2，3，⋯

となる．

ここで，数列 dの項のうち，最大である項を求めよう．

まず

d−d=0 すなわち 3=2


を満たす自然数 nは存在しない．

次に

d−d>0 すなわち 3>2


を満たす自然数 nの範囲は 2

<3<2


より

n−3≦1 すなわち n≦4

である．同様にして，d−d<0 を満たす自然数 nの範囲は

n≧5 であるから


d<d (1≦n≦4のとき)

d>d (5≦nのとき)

が成り立つ．したがって

d<d<d<d<d>d>d>⋯
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となるので，数列 dの項のうち，最大である項は

d  =a+b

=3⋅5−1+4−2




= 14

である．
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第４問 ベクトル

OA=3，OC=2，∠AOC=
π

3
である平行四辺形 OABCにおいて，線分 BCを 3⁚1に内分する点

を Dとし，線分ABを 2⁚1に内分する点を Eとする．以下，OA


= a

，OC



= c

とする．

OD


=
ア

イ
a


+ c

， OE



= a


+
ウ

エ
c


であり，a


⋅ c


= オ である．

直線ADと直線 OEの交点を Pとする．点 Pは直線AD上にあるから，実数 sを用いて

OP


=OA


+sAD

と表される．よって

OP


=1−
カ

キ
sa+s c



となる．さらに，点 Pは直線 OE上にあるから，実数 tを用いて OP


=tOE

と表される．したがっ

て

s=
ク

ケ
， t=

コ

サ

である．

次に，点 Pから直線 OCに引いた垂線と直線 OCの交点をHとする．

OC


⋅PH


= シ であるから

OH


=
スセ

ソタ
c


であり， PH = 
チ である．

点 Pを中心とし，点Hを通る円を Kとする．点 Bは円 Kの ツ にある． ツ に当てはま

るものを，次の⑩∼②のうちから一つ選べ．

⑩ 内部 ① 周上 ② 外部

【解説】

上の図より
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OD


=OC


+CD


=OC


+
1
4
CB



=
1

4
a


+ c

， ☜ CB



= a

．

OE


=OA


+AE


=OA


+
2
3
AB



= a


+
2

3
c


☜ AB


= c

．

である．また

a


⋅ c


= a   c   cos π

3
☜ 内積

0

でない二つのベクトル a


と b



のなす角を θ 0≦θ≦πとすると，

a

と b


の内積 a



⋅ b

は

a


⋅ b


= a   b  cosθ．

=3×2×
1
2

= 3

である．

点 Pは直線AD上にあるから，実数 sを用いて

OP


=OA


+AP


=OA


+sAD


=OA


+sOD


−OA



=1−sOA


+sOD


=1−sa


+s 14 a


+ c
 ☜ OD



=
1
4
a


+ c

．

=1−
3

4
sa+s c


…①

と表される．さらに，点Pは直線OE上にあるから，実数 tを用いて

OP


=tOE


=t a+ 2
3
c
 ☜ OE



= a


+
2
3
c

．

=t a


+
2
3
t c


…②

と表される．a


 0

， c



 0

，a



 c

と①，②より
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1−

3
4
s=t

s=
2
3
t

☜
a


 0

，b



 0

，a



 b

のとき，

実数 ，'，，'に対して

a


+b


='a


+'b


 
='

='．

が成り立ち，これを解いて

s=
4

9
， t=

2

3

である．t=
2
3
を②に代入して，OP


は

OP


=
2
3
a


+
4
9
c


…③

と表される．

点Hは直線 OC上にあるから，実数 kを用いて，OH


=kc

と

表される．よって

PH


=OH


−OP


=kc


− 23 a


+
4
9
c
 ☜ ③を代入した．

=−
2
3
a


+k− 4
9  c


…④

より

OC


⋅PH


= c


⋅− 2
3
a


+k− 4
9  c


=−

2
3
a


⋅ c


+k− 4
9  c

 


=−
2
3
×3+k− 4

9 ×2


☜ a


⋅ c


=3， c  =2．

=4k−
34
9

である．ここで，OC

⊥PH


より OC



⋅PH


= 0 であるから ☜ 垂直条件

0

でない二つのベクトル a


，b



において

a

⟂b


 a



⋅ b


=0．

4k−
34
9
=0

より

k=
17
18

．
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よって，OH


=
17

18
c

であり

PH


=−
2
3
a


+
1
2
c


☜ ④において，k=
17
18
を代入して

PH


=−
2
3
a


+ 1718 −
4
9  c



=−
2
3
a


+
1
2
c

．

=−
1
6
4a



−3 c



であるから

 PH 


=− 1
6
4a



−3 c

 



=
1

6
  4a



−3 c
 


=
1

6
 16  a 



−24a


⋅ c


+9 c  




=
1

6
 16×3


−24×3+9×2


 ☜  a =3，a



⋅ c


=3， c  =2．

=
1

6
 ×2


×3


×4−2+1

=3

より， PH = 
3 である．

円 Kは点 Pを中心とし，半径が  3 の円である．また ☜

円 Kは点 Pを中心とし，点Hを通

る円であるから，Kの半径は

 PH =  3 である．PB


=OB


−OP


=a


+ c

− 23 a



+
4
9
c
 ☜ OB



=OA


+OC

．

また，③より

OP


=
2
3
a


+
4
9
c

．

=
1
3
a


+
5
9
c


=
1
9
3a



+5 c



より

 PB 


=
1

9
  3a



+5 c
 


=
1

9
 9 a 



+30a


⋅ c


+25 c  




=
1

9
 9×3


+30×3+25×2




=
271
81

>3

であるから，PB>  3 となり，点 Bは円 Kの外部にある．

よって， ツ に当てはまるものは ② である．

☜ PB>Kの半径．
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